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�� ����������わり���� 

 

�よ���教���をどう教えているのかが

�かるようにな�、教�����に「����ま

れる」の関����るようになった。生徒の�

���して��はなかった。��の�生方の�

��が、新������の教����の���

��活動の��となっている。 

 

� ����にお����� 

 山武地域は����化が��一方�、���

���が�えるなど��の��を�えている。

���、����を元�にして、��地域、��

には山武地域全体を活性化しようという、地域

か�の�きか�によって、���������

�����������の活動が�まった。研�

���は「地域か��える���������

�研�」��る。地��������化を、��

の��地域と��しなが�、�の��方�を生

徒��の���研�し、��������にし

て�の��に��している。 

���に�年生全�が「地域�������

�」�地域���������をしなが����

����と��をして、�が��なのかを��

�る活動�を行う�とか��まる。�には��

研������を��る生徒�いる。生徒の研

���は、��をは��山武�の��の方�に

����れる。����な���は��関��

関と��して��化�れ、�うした��が、生

徒の�����を����る。 

また、山武�の全����、�と�に���

���を�����し、生徒は����の��

を�る。�の��が��の�な��「��」と�

��と�の��を���一�となる。ま�に、

地域と一体となった生きた教育活動が行われて

いるといって����はない。 

���������������� 

 

� おわりに 

 ��は�のた�に�るのか。����生徒の

た�に�る。しかし、�に��か�のように地

域のた�に��る。�して�れてはな�ないの

は、�生方のた�に��る。��がな�なれ�、

生徒、���、地域の方、�して������生

方はどうなってしまうのか。 

 ���が�えて�い�生方に�う。�、�き

方��が��な������れているが、な�

��が��なのか。�������などの��

を��る�とは�き方��に�行�る、などと

���る教�がいたとき、�なたが����っ

た��と�えるか。 

 ����れている�のを��し、��は�の

た�に�るのかをき��と���きる、��な

教����が�た��のように���る��と

なる�とを、�る�か���る。 
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１ はじめに 

������学校は、�年創�110周年を迎

�た、�下�数の��校である。�����、

��と����、��られ、�������

��し��たが、��18年度から���学と

な�、��������が��������

れた。 

�、�校を������は�����の�

が�し���いるが、��した�しい��で

も、���し���を���る�とので�る学

校�とし�、��の��から�い��を受け

�け�いる。 

 

２ ����� 

 学校を創るのは�か。校����は��。

も���、��でも��の��でもなければ、

生徒でもない。では�か。 

 ���は、�����とは��と�かれ�、

����る���か。�しい��学校学��

���������、�の��な��がある。

�学校��い���する������い�は、

学校��の�����を��するた��、�

�の��を生徒の��の�����、���

数との����い�������した�学校

の����である�と。�が���、���

�を��するとは、��、��られ�いる�と

は�か�を学校���で��学校�は、生徒、

���、���す��を��。�と��が��

とな����、��する�とである。��し

��られた����が��な����れる�

が学校であるとするならば、学校を創るのは、

学校とい���を������である。校�

をは��とする学校����は、�����

���の下、��を��る。��、����

な��が�た����もする。�れらを��

����し、�と�上�る�が���の��

と��る。したが��、学校を創る上で、校

�の�������と��の����は�の

����と��の��なもので、�れ�し�

は����ないのである。 

 

３ ��������� 

10年���の�と�なるが、�����校

の����、校�の�������の下、�

��������������������

��の��を��������た。�の�の

����の��の��とし�、���す��

�����������１�とい���を��

した。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�の��の�を��た������は、�

�は��の������れたが、で�る��

から����ると、������い�た。 
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ご存じですか？院内学級 

 ～国府台病院児童精神科と共に～ 

    市川市立第一中学校院内学級教頭  青木
あ お き

 良斗
よ し と

 

 

１ はじめに 

 平成30年４月に市川市立第一中学校院内学

級教頭として赴任し２年目になった。通常の

学級の担任や生徒指導、学年主任、教務主任

などの経験はあったが、初めての特別支援学

級である。通常の学級とのシステムの違いに

とまどいながら、手探りで教頭職を務めてき

た。今では多くのニーズに応えられる学級と

して誇りに思っている。そんな院内学級を紹

介する。 

 本校の院内学級は昭和40年から国立国際医

療研究センター国府台病院の敷地内に校舎を

構え、児童精神科の入院者を対象に「普通学

級に復帰させる」という方針で設置されてか

ら54年が経過している。伝統のある情緒特別

支援学級である。全国には通常学校の分校と

して存在する院内学級は10校ほどある。 

 

２ 児童精神科と院内学級 

 国府台病院児童精神科には、45床のベッド

があり、病室はいつもほぼ満室に近い状況で

ある。年度途中でも市川市内に限らず、近隣

市や東京都から多くの生徒が転入し、治療し

ながら学習している。 

生徒の中には不登校、親からの虐待、親へ

の暴力、痩せ過ぎ、ネグレクト、自虐行為、場

面緘黙などを経験している者もいる。 

生徒の特徴は 

⑴自我が強く、相手の意見に共感するのが苦

手。（空気が読めない） 

⑵自己肯定感が低かったり、嫉妬心が強かっ

たりして気分を損ねやすい。 

⑶周囲の目を気にしすぎたり、状況変化に過

敏すぎたりするため、必要以上に劣等感を

持ち、集団に溶け込みにくい。 

（教室に入れないなど） 

⑷学習に取り組もうとすると、腹痛、頭痛、

嘔吐などの身体症状を伴う。 

⑸太らないように食事を制限しているので、

小柄で細身になってしまう（女子）。 

などがある。最近の傾向は不登校と拒食症が

目立つようになっている。 

 児童精神科には、10人の医師と20人の看護

師、２人の心理士、２人のソーシャルワーカ

ーがスタッフとして関わっている。いろいろ

な症状の生徒がいるため「体育の授業に出ら

れるのか」、「院内学級まで大人の引率が必要

な生徒なのか」など主治医との確認が必要で

ある。毎週火曜、金曜に生徒が今どんな状態

なのか、朝のカンファレンスで病院スタッフ

と学校職員で確認している。 

小学生は近隣の市川市立国府台小学校に在

籍して、同じ校舎の中で、中学生と一緒に過

ごしている。 

 あくまでも病棟は「生活の場」で分校は「学

校」である。病棟と分校はわずか50ｍの距離

だが、学習の苦手な生徒にとっては遠く感じ

ている。 

 他の特別支援学級と違い、入院してくる生

徒が対象になっている。３月に中学３年生が

卒業すると、空いたベッドに、学年末を待た

ずに、１年生や２年生が入ってくる。更に１

学期は、入院を待っていた生徒も続々と転入

してくるため、メンバーがどんどん変わる。
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人間関係を築くことが苦手な生徒が多い上に、

友達関係が急激に変わるため、担任は生徒一

人一人の状態を把握するのが大変である。入

院を待っている生徒は３年生が多く、３学期

までに３年生が25人くらいになる。 

 

３ 院内学級の教育課程 

 院内学級の指導法として「集団活動療法」

がある。児童精神科スタッフと小学生も一緒

に集団活動を行い治療に役立てている。①柴

又まで江戸川散策、②病棟前で行う飯盒炊飯、

③鋸山登山、④高尾山キャンプ、⑤トリムバ

レーボール大会（ソフトバレー）、⑥鎌倉遠足

などを行っている。 

登山やキャンプでは体力や精神面で途中リ

タイヤしてもよいようにスタッフの配置を考

えている。本年度は生徒31名に対して教員９

名、病院スタッフ19名の計28名で行った。生

徒には、不登校経験者が多く、体力があまり

ない生徒もいるので、登山コースの長さを３

段階に分け、頑張れるところまで登山させて

いる。終わった後の充実感を実感できるよう

皆で励ましている。そうすることで仲間や大

人との信頼関係が深まっている。 

 

４ 教頭として 

 分校には、一昨年まで管理職の配置がなか

ったため、小、中学校の担任が業務を分担し

ていた。昨年度から管理職として①備品や施

設の管理、②転入転出の手続き、③３年生の

進路の問合せ、④本校や国府台病院児童精神

科との連絡調整等を私が行っている。また、

トラブルへの対応や進路についての確認を円

滑に行えるよう、自分の仕事の整理を進めて

いる。だんだん保護者と向き合う時間を確保

できるようになり、信頼関係を築くことがで

きていると感じている。 

 

５ 理科の教員として 

 現在、私は院内学級の教頭であるが、１～

３年生の理科を担当している。ここではでき

るだけ個別指導の時間を増やしている。１、

２年生は人数が少ないこともあり、生徒一人

一人の意見を聞いたり、実験を通して興味を

持たせたり、ささいな反応を感じたりしなが

ら授業を行うことができている。授業時間も

また、私にとって充実した時間となっている。 

実験は主に本校で行うため、生徒は「本校

の生徒に会いたくない」「10分歩きたくない」

などの思いを持っている。勇気を出して本校

に来た生徒を励ますとともに丁寧な指導を心

掛けている。 

 

６ おわりに 

 最初は不安で教室にも入れなかった生徒が

教室に入り、皆で授業を受けて発表できるよ

うになっている。自分のイライラする気持ち

を抑えられないでパニックになる生徒も、困

ったことを大人に相談できるようになってい

る。生徒の成長にふれられる喜びを感じる。

また、病院スタッフと過ごしていることは、

今後の教員生活に生かせるよい経験だと感じ

ている。 

これからも教頭として、学級担任が生徒と

全力で向き合えるように支えていこうと思う。

私一人でできることではないので、校長や国

府台病院のスタッフと協力し、出身校への復

帰や主体的な進路決定ができるように職務を

進めていきたいと考えている。 
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「                   私の教師道～学校を支える～  
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人間関係を築くことが苦手な生徒が多い上に、
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初任者研修で学んだこと
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私は、子供の個性に寄り添いながら成長を支えられるような存在になりたいと考え、幼稚園教諭を志し、

昨年度から本園に新規採用となった。 

園外研修では、幼稚園教諭としての在り方や子供・保護者への接し方、実践的な指導方法を学び、「先生」

として子供の前に立つ心構えを持つことができた。 

園内研修では、講師から指導案を基に、園児の登園から降園までの保育の様子を見ていただき、その都度

反省会・勉強会に参加した。そこで学んだことは忘れないようにＡ４サイズのノートに記録した。ノートは

最後のページまで使い切り、１年間の研修をやり遂げたことを実感した。ノートに記録した言葉は、どれも

かけがえのない財産となったが、その中でもとても心に残っている言葉がある。それは「教師にとって子供

は大勢の中の一人。けれど、子供にとって教師は一人。」という言葉である。日々の保育の中で、はっとさ

せられる言葉であった。 

私は今、一日の保育が終わった時にこの言葉とともに、今日は子供一人一人がどのような表情をしていた

か、一人一人の子供とどのような会話を交わしたかを振り返ることが習慣となっている。これからも、この

言葉を胸に、初任者研修での学びを活かしながら、子供一人一人に寄り添った保育ができるような教師を目

指していきたい。 

あ 

初任者研修を振り返って 

 

県立大原高等学校教諭 松川
ま つ か わ

 茜
あ か ね

 

 

 

授業や生徒指導で困っているときに、私はふと、初任者研修で出会った先生方のことを思い出す

ことがある。初任者研修では、「今、困っていること」を発表し、聞き合い、協議する機会が多く設

けられていた。そのような協議をしていく中で、私たち初任者の多くが、同じような時期に同じよ

うな課題を抱えているのだということを知った。授業でも生徒指導でも、試行錯誤を繰り返しては

手応えがないことに不安や焦りが募る日々の中にあって、「みんなも同じように悩んでいるから頑

張ろう」と思えたことはとても励みになった。きっと他の初任者も、同じような気持ちを経験した

のではないかと思う。 

 初任者研修を振り返るにつけて、印象深い経験がもう一つある。それは、月に数回、受講者の立

場になったことだ。勤務校では常に教師として「授業をする立場」だが、受講者になることは、「授

業を受けている」立場の生徒の気持ちを考えたり、自分が生徒だった頃のことを思い出したりする

きっかけになった。目の前の授業を行うことで手一杯だったときに、「生徒の気持ち」をもう一度体

験し、考えることができた貴重な機会だったと感じている。 

様々な経歴を持つ初任者の仲間と同じ悩みを共有できたことや、受講者の立場で感じたことを忘

れることなく、そして視野を狭めずに日々を積み重ねていきたいと考えている。 
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実践的・体験的な学習を通した 

技術科における確かな学力の習得を目指して 

南房総市立嶺南中学校教頭 押元
お し も と

 和
か ず

 

 

 

１ はじめに 

 学校教育指導の指針の一つに「人生を拓く

『確かな学力』を育む」がある。「生きる力」

の育成のために、基礎的・基本的な知識及び

技能の確実な習得と、これらを活用して課題

を解決するために必要な思考力、判断力、表

現力等を育成することが求められている。 

 現代社会は、多くの物が安価で入手できる。

自らの手で物を製作する機会がほとんどな

いまま中学校へ入学してくる生徒が多い状

況の中で、技術・家庭科の実践的・体験的な

学習は重要な役割を担う。技術分野において、

生徒の実態を踏まえた基礎的・基本的な知識

及び技能の習得と、思考力、判断力、表現力

等を育成する取組を紹介する。 

 

２ 知識・技能の効果的な定着に向けた「技

能分析手法」を用いた「ジュエルボックス」

の製作 

⑴「技能分析手法」とは 

 「ものづくり立国」と呼ばれる日本の町工

場でも、団塊の世代の大量退職により、優れ

た技術・技能を持つ人材育成において大きな

課題が生じている。そこで考えられたのが、

熟練労働者の技術・技能を伝授する手法「作

業分析手法ＳＡＴ（ Skill Analysis for 

Training）」である。「作業分析手法」は、作

業時における指導者の行動を六つに分析し

提示することで、効果的に技能の伝達が図れ

る手法である。以下に六つの指導内容を挙げ

る。 

①作業の全体をつかませる  

 学習の目標や本作業の目的、進め方の全体

像等を明確に示すことで、本学習の見通し

を持たせる。 

②作業環境を示す 

 道具や工具、材料、設備・環境、本作業に

必要な基本的な技能を示すことで、作業の

準備をしやすくする。 

③作業工程を示す 

 作業工程をステップに分けて示すことで、

作業の内容を分かりやすくする。 

④各ステップのポイントを示す 

 指導者が目指している姿を的確に示し、場

合によっては科学的な説明、体の使い方を

示す。 

⑤作業を総括的にまとめる 

 作業の開始から片付けまでの段取りや予

想されるトラブルと対応の仕方を示す。 

⑥学習者が自己評価できるようにする 

 判断基準や評価ポイントを示し、学習者が

自己評価できるようにする。 

⑵授業実践 

 題材として「ジュエルボックス」を用いた。

本題材は、「けがき」「切断」「穴あけ」「検査」

「接合」「仕上げ」の製作手順があり、様々な

工具・道具を扱う必然がある。 

 上記③の作業工程を11に分類し、工程毎に

「作業分析表」を作成した。知識・技能の定

着が効果的に図れるよう、手工具の扱い方の

科学的な説明や自己評価の観点に留意して

作成した。作成したものは、各作業台の上に

置き、一斉指導後も生徒が個々で確認できる

ようにした。

「                   」私の教師道～授業を創る～   
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作業の様子 

⑶成果と課題 

①成果 

教師は「作業分析表」を作成する過程にお

いて、指導のポイントや安全面での留意点な

どを事前に把握でき、効果的に指導すること

ができた。また、生徒の事後の感想には、「『作

業工程表』があったので失敗がほとんどなく

できた。」「自分で『作業工程表』を確認しな

がら完成させることができて、すごく嬉しか

った。」等、成就感・達成感が得られたことが

分かるものが多かった。 

②課題 

実際に授業をしていく中で、作業工程上の

様々な課題が発見された。その都度、「作業工

程表」の修正・追加の必要があった。 

 

３ 思考力・判断力を育む「アルコールストー

ブ」「オリジナル五徳」の製作 

⑴授業実践 

 知識及び技能の確実な習得とこれらを活用

して課題を解決するための思考力、判断力、表

現力等の育成に向け、以下のように単元を開発

した。 

⑵アルコールストーブの製作 

 最初に、基礎的・基本的な知識及び技能の習

得として、アルミ缶を使用した「アルコールス

トーブ」を製作した。材料が入手しやすいため、

失敗しても繰り返し製作することができ、特に

基礎的な技能の定着を図れた。 

⑶オリジナル五徳の製作 

次に、思考力、判断力、表現力等の育成とし

て、「オリジナル五徳」製作した。これは⑵で製

作したアルコールストーブを活用し、更に「オ

リジナル五徳」へと発展させたものである。製

作条件（①熱に強い材料 ②炎の高さを８cm程

度 ③鍋を置く）を提示し、各自に材料の準備

から設計まで思考させた。 

 
製作した五徳 

⑷成果と課題 

①成果 

生徒は、試行錯誤し、繰り返し製作ができ

るため、よりよく製作するために思考し判断

する姿が見られた。また、アルコールストー

ブの実物を製作したことで、五徳の寸法や形

状をイメージし、様々なデザインを考えるこ

とができた。「アルコールストーブ」「オリジ

ナル五徳」という二つの題材を組み合わせる

ことで、知識及び技能の定着が図られ、思考・

判断・表現する場を設定することができ、指

導のねらいをほぼ達成できたと言える。 

②課題  

習得した知識及び技能を使って、更に思考

力、判断力、表現力等が深まるような段階的

な指導を工夫していきたい。 

 

４ おわりに 

 どの教科においても、地域や学校、生徒の実

態に即した指導や他教科との連携などのカリ

キュラム・マネジメントが必須となっている。

今後も、本教科の特性を生かし、生徒の実態に

即した題材開発や指導法の工夫・改善を行って

いきたい。 

 

＜参考文献＞ 

森 和夫：『技術・技能伝承ハンドブック』ＪＩ

ＰＭソリューション，2005  
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